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●屋内遊戯施設は天候や気温に左右され
ず遊ぶことができ、人気を集める一方、
施設内で骨折等のけがをしたという報
告も寄せられています。
●遊具を利用する際は、事前に対象年齢や
安全性に関する表示を十分に確認しま
しょう。

●子どもは想定外の動きをすることがあ
ります。保護者は必ず付き添い、目を離
さないようにしましょう。
●けがをしたり、危険を感じたりした場合は、
直ちに施設の管理者に知らせるようにしま
しょう。

さぽーとくん 

ひ と こ と ア ド バ イ ス  

事 例  

屋内遊戯施設で、子どもが
大きなエア遊具の中にある
空気入りの馬の乗り物に
またがっていたところ、
1 メートルほど
下に落ちて左腕
を骨折した。
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（当事者：4歳 男児）

骨折も！
屋内遊戯施設での
事故に注意しましょう 


